
1 

 

老人福祉計画の実施状況 

 

□計画に対する実績（令和２年度） 

当市においても、平成 29 年度に高齢化率が 30％を突破し、令和３年４月１日現在の高齢

化率が 31.42%となりました。 

このような中、令和２年度は「市老人福祉計画及び第７期介護保険事業計画」の最終年度

となり、介護予防事業や自立した生活への支援策等高齢者施策の実施状況について検証しま

した。 

     

■生きがいづくりと社会参加支援 

  

１．老人クラブ活動の支援 

   高齢者は地域社会を支える一員として捉え、社会奉仕活動・スポーツ活動・生きがいづ 

  くりや三世代交流等、高齢者の生きがいづくりに資するよう活動を支援しました。 

    

老人クラブ数の実績            

 令和２年度 

計 画 実 績 

 単位クラブ数   55 クラブ   41 クラブ 

 会  員  数   4,430 人   3,216 人 

 

   R3：事業の継続により、老人クラブ活動の支援を実施します。会員の加入促進等老人ク

ラブ連合会及び社会福祉協議会との連携を図ります。      

 

２．就業支援（シルバー人材センター） 

   健康で働く意欲のある高齢者が、長い人生の中で身につけた技術、経験等を活かして生

きがいのある生活が送れるよう、高齢者の働く意欲に応じた就労環境確保等の支援を行い

ました。 

      会員数の実績                       （単位：人） 

 令和２年度 

(社) 安曇野シルバー人材センター会員数 
計 画 実 績 

1,000 871 

    

R3：シルバー人材センターと連携を図り、必要な支援を実施しています。 
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３．老人福祉センター 

   市内３か所（豊科、穂高、堀金）に設置されている老人福祉センターは地域の高齢者に

対し、健康の増進・教養の向上及びレクリエーションのための各種サービスを提供するこ

とで、高齢者の生きがいづくり、社会参加の支援につなげています。 

                               （単位：人） 

 令和２年度 

老人福祉センター総利用者数（３施設） 
計 画 実 績 

64,000 36,866 

 

R3：管理運営等を委託している市社会福祉協議会と連携を図り、施設の利用促進に向け

た支援を実施しています。 

  

 

４．高齢者の生きがいと健康づくり事業 

   地区の敬老会など高齢者が主体的に活動できる事業を実施する団体を支援し、高齢者の

健康づくりや生きがいづくり、社会参加の支援につなげています。 

                               （単位：件） 

 令和２年度 

補助件数 
計 画 実 績 

99 80 

 

R3：平成 30 年度よりアクティブシニアがんばろう事業のメニューとして、必要な支援

を実施しています。 

 

 

５．アクティブシニアがんばろう事業 

   高齢者の団体が健康づくり活動を定期的かつ継続的に行えるよう支援し、高齢者の生き

がいづくり、社会参加の支援につなげています。 

                               （単位：件） 

 令和２年度 

補助件数 
計 画 実 績 

45 70 

 

R3：事業を継続し、高齢者の社会参加・生きがいづくりを支援します。 
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 ６．生涯学習の促進 

    高齢者が生きがいのある充実した生活を送ることができるよう、朗人大学を開催し、 

66名が入学し 55名の卒業生がありました。また、高齢者一人ひとりの意欲や能力を活か 

す事例として、シルバー人材センター等の取組も紹介しました。 

 

     

 ７.  令和２年度の状況 

   高齢化の進展とともに、独り暮らし高齢者、高齢者のみの世帯が増加しています。高齢

者が在宅で暮らすことができるサービスを実施することにより住み慣れた地域での生活

を支援しています。 

高齢者の生活状況や身体的状況等によって必要なサービスを利用していただくために、

民生児童委員の見守り活動、地域包括支援センターや介護事業所等のケアマネジャーの介

護相談を通じて、サービス内容をお知らせして利用につなげています。 

 

 

  ■生活支援サービスの充実            

  

（１）在宅福祉サービス 

 

ア. 生活支援サービス 

 

 １．生活管理指導員派遣事業 

社会適応(生活習慣等)が困難な高齢者に対して指導員（ホームヘルパー）の派遣により 

必要な支援を行い、自立した生活の継続と要介護状態への防止を図ってまいりました。平 
成 30年度より、介護保険の総合事業に対象者が移管しました。令和元年度の利用はなく、 
同年 11月に事業を廃止しました。 
 
 

２．配食サービス事業 

   ひとり暮らしなど高齢者世帯の方、または障害者であって食事の調理等が困難な方に対 

  し支援を実施。併せて利用者の安否確認等も行いました。 

    

配食サービス事業の実績              （単位：食） 

 令和２年度 

  計 画 実 績 

利用食数 27,500 36,911 

 
   R3：事業の継続により、必要な高齢者の支援を実施しています。     
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３．緊急通報体制整備事業 

   ひとり暮らしなどの高齢者世帯に、安否確認センサーや発信機を押すことにより受信 

センターに通報され、緊急時の対応ができる緊急通報装置を設置しました。 

    

緊急通報体制整備事業の実績            （単位：台） 

 令和２年度 

  計 画 実 績 

利用人数 320 248 

  

   R3：事業の継続により、必要な高齢者の支援を実施しています。     

 

 

４．高齢者等外出支援事業 

   要介護高齢者や障害者の外出、通院等を支援するために資格条件に該当する 2,108人の

うち、希望者にタクシー券等を配布しました。                                      

外出支援事業の実績           （単位：件） 

区 分 
令和２年度 

計 画 利用者数 

在宅の65歳以上の介護保

険要介護３以上の認定者 
720 251 

 

   R3：事業の継続により、必要な高齢者の支援を実施しています。 

 

 

５．訪問理美容サービス事業 

  高齢者や障害者の理美容を支援するために資格条件に該当する希望者に訪問サービス 

１回あたり 2,000円費用補助を実施しました。 

訪問理美容サービス事業の実績      （単位：人） 

  令和２年度 

計 画 実 績 

利用人数 115 72 

 

   R3：事業の継続により、必要な高齢者や障害者の支援を実施しています。 
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６．軽度生活援助事業 

   ひとり暮らしなどの高齢者の方に対し、軽易な日常生活上の援助を実施し、自立した生

活の継続を支援しました。 

    

軽度生活援助事業の実績       （単位：人） 

 令和２年度 

計 画 実 績 

 利用実人数 170 57 

 

  R3：事業の継続で必要な高齢者の支援を実施しています。 

 

 

７．入浴料金割引券交付事業 

  高齢者や障害者の外出機会増加を支援するために資格条件に該当する希望者に 

300円の割引券を 24枚交付しました。 

 

入浴料金割引券交付事業の実績      （単位：枚数） 

  令和２年度 

計 画 実 績 

利用枚数 119,270 60,824 

 

   R3：事業の継続により、必要な高齢者や障害者の支援を実施しています。 

 

 

イ. 介護者支援サービス 

 

１．介護慰労金支給事業 

 重度の要介護高齢者を一定の条件のもと自宅で介護している方に慰労金を支給し、在宅介

護を支援しました。 

 

 介護慰労金支給の実績       （単位：人） 

 令和２年度 

計 画 実 績 

 支給実人数 620 493 

 

 R3：事業の継続により、必要な高齢者の支援を実施しています。 
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２．緊急宿泊支援事業 

 在宅の要介護高齢者等が介護者の緊急の事由により一時的に介護等を受けられない場合

に利用する施設の一部を補助し、自立した生活の継続支援をしました。 

 

 緊急宿泊支援の実績       （単位：日） 

 令和２年度 

計 画 実 績 

 支給実人数 10 0 

 

 R3：事業の継続により、必要な高齢者の支援を実施しています。 

 

 

ウ. 高齢者の住環境の整備 

 

1．高齢者にやさしい住宅改良促進事業 

   高齢者が住み慣れた自宅でより快適な生活を送れるように、高齢者一人ひとりに合わせ 

手すりやスロープなどを設置することにより、事故やけがの予防を図りました。 

   高齢者にやさしい住宅改良促進事業の実績   （単位：件） 

  令和２年度 

計 画 実 績 

利用人数 ５ ４ 

 

   R3：介護保険の住宅改修と併用して利用ができます。事業の継続により、必要な高齢者

及び介護者の支援を実施しています。                 

 

 

（２）施設福祉サービス 

 

１．養護老人ホーム 

   環境上及び経済的な問題を抱え、在宅での生活を営むことが困難になった高齢者を対象と

し、行政の措置により入所、養護することで高齢者の生活安定と福祉の増進を図りました。 

 

 養護老人ホームの実績（市内施設の定員数）（単位：人） 

   施 設 名 定員数 

   安 曇 寮 ５０ 

＊市措置者数（R3.3.31現在 42人 6施設）。 
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２．軽費老人ホーム（ケアハウス） 

   家庭環境、住宅事情等の理由により居宅において生活することが困難な老人を低額な料 

金で受け入れ、日常生活の場を提供しています。 

 

   軽費老人ホーム(ケアハウス)の実績（市内施設の定員数）（単位：人） 

   施 設 名 型 定員数 

軽費老人ホーム 長幸園 Ａ型 ５０ 

ケアハウス あずみの里 － ３０ 

   R3：施設との連携により、必要な高齢者の支援を実施しています。 

 

 

 

 

 

 


